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ナメコ菌菌糸の振盪培養（2）
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　－前号に続く－鋸屑培養基からの食用菌の栽培が盛んになる傾向にあるが，雑菌汚染等を
考えると殺菌・接種・培養の工程を連続・工業的にする生産方式の確立がのぞましい。その
一工程として接種源菌を液体培養により得ることを検討している。前月号においてはガラス
片を混入して振盪培養することにより，微細な菌糸体がえられることがわかった。

　3．2．分散材としての植物性油の検討
　植物性油は菌じん類の菌糸生育また子実体形成に有
効に作用するといわれている9，10），さらに振盪培養で
の培養菌糸体の分散剤あるいは培養液の消泡剤として
の効果も期待できる。
　3．2．1．植物性油添加培養基における菌糸生育
　実験3　静置培養における植物性油添加が菌糸生育
　　　　 におよぼす影響
　培養基StPYIを用い振盪培養を行ったところ，添加
した植物性油と培養基中の無横塩類とのケン化物質の
形成が見られた。この実験では，StPYAを用い静
置培養での植物性油（コーン油）が菌糸生育におよぼ
す影響を検討した。その結果は第6表に示したが，植

物性油の添加は静置培養での菌糸生育に有効に作用し

ているようである。ただし，第6表に示す植物性油添

加時にえられた菌糸体重量は，エチルエーテルで充分

に洗い落せなかった植物性油の重量も含まれているも

のと思われる。

　3.2.2．無機塩類を含まない培養基組成の検討

　実験4　振盪培養における培養基の違いが菌糸生育

　　　　 におよぼす影響

　実験3で知られたように，無機塩類を含む培養基に

植物性油を添加した場合，静置培養では菌糸生育に有

効であったが，振盪培養ではケン化物質の形成が見ら

れ菌糸の分散の上から好ましくない。

　この実験では，無機塩類を含まずまた実用上培養基

の作製手順が簡単ないくつかの培養基と実験2で用い

た無機塩類を含む培養基との振盪培養での菌糸生育を

比較した。また，炭素源と生長素の種類についても検

討した。その結果は第7表に示すように菌糸体重量に

ついてはSuPYが最もすぐれ，GPY，GPM，StPYI，

SuPMの順であった。本試験のごとく水道水を使った

第7表　培養基の種類が菌糸生育におよぼす影響

第6表　静置培養におけるコーン油添加が菌
　　　 糸生育におよぼす影響
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場合は，培養基への無機塩類の添加はかならずしも必

要ないものと思われる。また，生長素としてのイース

トエキストラクトとマルトエキストラクトとの間には

1％の危険率で有意差がありイーストエキストラクト

がすぐれていた。炭素源としてのグルコースとシュー

クローズの間には有意差は見られなかった。なお，用

いた培養基の間には菌糸体粒度に違いはみられなかっ

た。しかし，稀釈平板法での接種効果はSuPYが最も

すぐれていた。それ故，以後の実験では生長素として

イーストエキストラクトを，また炭素源としては経済

的見地からシュークローズ（市販砂糖）を用いた。

　実験5　培養基の各組成分の濃度が菌糸生育におよ

　　　　 ぼす影響

　実験4において，培養基の炭素源と生長素の選択が

できたので，この実験では，さらに炭素源としてのシ

ュークローズ，窒素源としてのポリペプトン，生長素

としてのイーストエキストラクトの添加量について検

討した。

　まず，イーストエキストラクトの添加量を一定に

し，シュークローズとポリペプトンの添加量について

検討した。その結果は第8表に示すようにシュークロ

ーズが40g/ｌそしてポリペプトンが1.5g/ｌの時菌糸体

重量が最も多かった。なお，炭素源の添加量間，窒素

源の添加量間ともに1％の危険率で有意差があった。

この実験でもさきの報告1）におけると同様，ポリペプ

トンの添加量を減少させるにしたがい菌糸体重量が増

加した。しかし，炭素源と窒素源とには交互作用はみ

られなかった。

　次にイーストエキストラクトの添加量について検討

したが，シュークローズとポリペプトンの添加量はさ

きに検討して最も有効であった40g/lと1.5g/lとし

た。その結果は第9表に示すように添加量の違いによ

第8表　培養基の各組成分の濃度が菌糸生育におよぼす影響（1）

第9表　培養基の各組成分の濃度が菌糸生育におよぼす影響（2）

る菌糸体重量には有意差はみられなかったが，添加量
が3g/lあるいは5g/lの時にわずかにすぐれていた。
このことは接種効果でも同様に観察された。
　3．2．3．添加する植物性油の種類とその添加量
　実験6　振盪培養において各種植物性油の添加が菌

　　　　 糸生育におよぼす影響
　実験4，5で振盪培養における菌糸生育に有効な無
機塩類を含まない培養基（Su40g/ｌ，P1.5g/l，Y
3g/l）がみいだされたので，この実験ではこの培養
基に種々の植物性油を添加し，それが菌糸の生育状態
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と稀釈平板法での接種効果におよぼす影響について検

討した。その結果は第10表で示すように大豆油および

コーン油の添加で最もすぐれた接種効果がえられ，ま‘

た菌糸の生育状態も観察によってはすぐれていた。植

物性油の菌糸体粒度にあたえる影響については，米油

あるいはゴマ油のように明らかに菌糸体が大きなもの

もあり，その有効性は明確ではなかった。消泡剤とし

ての効果は，用いた植物性油すべてにみられ，培養基

に1％添加することにより培養期間中その効果が持続

された。このように大豆油あるいはコーン油の添加は

ガラス片を単用するものよりも本試験の目的にとって

有効であると考えられる。

　実験7　振盪培養における大豆油の添加量が菌糸生

　　　　 育におよぼす影響

　実験6において，植物性油の添加が振盪培養におけ

る菌糸生育に有効であることが明らかとなった。この

第10表　振盪培養で各種植物性油が菌糸生育におよぼす影響

第11表　振盪培養で大豆油の添加量，接種源の種類と量が菌糸生育におよぼす影響

実験では，実用上容易に大量に入手できる大豆油を用

い，その添加量を変えて菌糸生育または培養液の消泡

効果について検討した。その結果は第11表に示すよう

に，大豆油の添加量を変えても菌糸体粒度，稀釈平板

法での接種効果，培養液の消泡効果には差がみられな

かった。

　以上のように、振盪培養において植物性油を培養基

に添加することにより菌糸生育に有効に作用する。ま

た，その添加量は0.5cc/100ccで充分であると考えら

れる。

　3．3．接種源と培養日数の検討

　これまでの実験で，振盪培養における菌糸生育に有

効な分散材とその添加量，また培養基組成などについ

て検討を加え培養条件が決定された。ここでは，最後

の実験として実用上問題となる接種源と培養日数とに

ついて検討した。

　実験8　振盪培養における接種源の種類とその接種

　　　　 量が菌糸生育におよぼす影響

　これまでの実験ではPoSuYAで培養した菌そうを接

種源として用いてきたが，あらかじめ振盪培養した菌

体液を接種源として用いることによりさらに高い接種

効果が期待されるので，ここでは接種源の種類がその

後の振盪培養での菌糸生育におよぼす影響について検

討した。

　その結果は第11表に示すように，培養日数が12日間

では接種源の違いによる差は，菌糸体粒度・接種効果

ともに明らかな差はみられなかった。ただし，接種源

を培養菌体液にした場合，PoSuYAでの培養菌そうに
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第12表 振塗培養での培養 日数が菌糸生育におよぽす影響

稀釈平板法での菌糸生育 日数

培養 日数
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比較しわずかに接種効果ほす ぐれていた。接種菌体液

量の違いでは全く差がみられなかった。しかし，接種

量を多くすると培養目数は短 くてすみ，また少なくす

ると長くなるものと考えられるので，培養期間を変え

ることにより接種量の違いによる差ほ明確になるもの

と思われる。

実験 9 培養日数の検討

この実験でほ，接種源をあらかじめ培着して得た菌

体液とし培養 日数を検討 した。なお，接種量について

はさらに検討を要するが， ここでは うcc／100cc とし

た。

その結果ほ，弟12表に示すように接種効果ほ8 日な

いし10日間培養して得た菌体液が最もす くやれており，

菌体粒度も微細であった。10 日目を過ぎるに した が

い接種効果も低下し，また，菌 体 粒 産 も大 き くな

り，16日目では直径 3 ～4 m m のかな り大形の菌糸体

を含むようになった。したがって，接種源量を菌体液

うcc／100ccにした場合，培養日数は8 日ないし10日間

が適当と思われる。

4 ． ま とめ

1 ） 鋸屑などの木質培養基にナメコ菌菌糸を接種す

るに際 して接種源となる接種効果のす ぐれた微細な菌

糸体を うるための増殖方法に閲し検討を加えた。

2 ） 鋸屑などの木質培養基に対する接種効果の判定

は，その方法の簡便さか ら寒天平板への接種効果をも

観一生育良好・ 1 m m 以下のパルプ状菌糸

と三
臣2 m m 前後のバルブ状菌糸を含む

；3 m m ユニL 上のパルプ状菌糸を含む

察

警

4・
4。
は
は
は

って替えた。

3 ） 培養基組成がシュークローズ40g／β，ポリペプ

トン1．うg／β，イース トエキストラクト3 g／βの培養液

1 00cc に う～ 10 メッシュのガラス片を 4 g ，大豆油を

0 ．うcc 添加し，あらかじめ振虫培養により得た菌糸体

液をうcc 接種，振盤条件が振幅90nlm ，回転数が毎分

1 02回の往復振返機で 1 日2 時間3 回振過し，23～2うOc

の温度を保って 8 ～10日間培養することにより，菌糸

の生育状態の良好でまた寒天平板への接種効果のす く小

れた微細な培養菌体液がえられた。

4 ） えられた培養菌体液の鋸屑などの木質培養基へ

の接種効果，また，振盤培養での継代培養が子実体形

成にあたえる影響などについてほ，今後さらに検討を

加えなけれはならない問題である。
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